
2025年度明治大学

【全学部統一】
解答時間 60分

配点 100点
れ

数学 I・数学II・数学A・数学B・ 数学C 問

はじめに、これを読みなさい。
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は、監督者の指示に従うこと。

を始めるよう合図があるまで、問題冊子は開かないこと

3. この問題冊子は 14ページある（表紙の次の白紙2ページはメモ用紙として

してもよい）
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印刷されている座席番号が正しいか、

に従い、解答用紙の氏名欄に氏名を

と照合すること。

ること c

にマークすること。所定欄以外のところ

には何も記入しないこと。 1つの解答欄に 2つ以上マークしないこと。

7し は、 またはシャ ンシル（いずれも HB• る

こと。

8.訂正する場合は、消しゴムできれいに消し、消しくずを残さないこと。

，．解答用紙は、絶対に汚したり折り曲げたりしないこと。

10. してよいが、 ジも り さないーと。

11.解答用紙は持ち らず、必ず提出すること

12. 

13. は、 60 るc

14. それ以上約分できなし ること。

15. 、根号の中に現れる自 となる形

ること

16. 問題の文中
~ 

された 夕 などには、選択肢から 1つ

を選んで、

17. また と る に対しては、 に対処する。

18. マークシ 卜

し、例， 
l ＠的り







〔I〕 中セ、ソ、夕に当てはまるものを選択肢の中から選びそ をマークせ

ょ。それ以外の空欄に当てはまる 0から 9までの数字を解答用紙の所定の欄にマーク

せよ。

(1) (x, y)は正の整数の組で、次の2つの不等式(i)、(ii)を満たすものとする。この

ような組 (x,y)は全部で［ロロニl個ある

(i) log口＞ 1og3y 

(ii) (log3 x) + (log3 y) < 2 
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（このページは きに利用してもよい。）
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(2) らなる数列 {an}が

釘＝ 1, a2 = 9, 

9an+l 2 -an仰＋2=0

とする。伽＞ 0であることに注意して

bn 
aれ＋1

an 

とおく。このとき

加＝にこ］n

となるので

伽＝二n(n□])
る。

3 -

(n = 1,2,3,・・・・・・）

(n = I, 2, 3,亀.....)



（このページは計算や下書きに利用してもよい。）
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(3) X についての関数f(x)を

f(x) = x3 -3丑＋4x+3 

により定める。座標平面上で、曲線Y= f(x)の接線で点A(l,3)を通るようなもの

の方程式を求めたい。接点を T(t,f (t))とするとき、 Tにおけるy= f(x)の接線の

方程式をtを用いて表すと

y=（仁三］だ—仁三］t+［三コ）x 

+ (—亡三コ校＋ロコ戸＋ロコ）
であり、この方程式が点Aを通ることからt＝［口こ］であって、接線の方程式は

y=二xーにこ］
である。
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（このページ きに利用してもよい。）
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(4) ｀ ⑬ ⑬ ⑬ 
a, b を定数とし、＿＿＿— ~a~ --—~ b~ ~'a~ bであるもの3 =-=  3'3  =-=  3 

とする。

X=  
ab+ 1 

｀凶

に三コ
いに二のときであり、その時の xの値は［こ乞二］である。

により xを定めるとき、 xの値が最も小さくなるのは a

セ、 ソ、

⑪〇

⑤ 

タの解答群

① 1 

⑬
-
6
 

⑥
 

⑬
-
6
 

②

⑦

 1
-
3
 

⑬
_
3
 

③

⑧

 1
-
2
 

1
-
2
 

④

⑨

 

ー＿

3

⑬＿
3

7
 



（このページは計算や下書きに利用してもよい。）
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〔II〕 次の空欄中ア、イ、ウ、クに当てはまるものを選択肢の中から をマー

クせよ。それ以外の空欄に当てはまる 0から 9までの数字を解答用紙の所定の欄に

マークせよ。ただい［三ロニl、［ロロこ|は2桁の数、［こ□□は3桁の数である
aを正の定数として

J(x) = (ax+ 4)2 

g(x) =(a+ 4)(a丑＋4)

h(亀x)= (ax -4)2 

とおくとき、 いに答えよ。

(1) 放物線y=f（叫

グラフを X軸方向に

は（［口こ］ ［ここコ）である。y= f(x)の
だけ平行移動すると、y= h(x)のグラフに重なる。

(2) 放物線，リ＝g（叫 （ここ］，二a十□□］）である。
(3) y = f (:.c)とy= g(x)のグラフの共有点はただ1つであり、そのx座標は［こここ］

f(x)とy= h(x)のグラフの共有点はただ 1つであり、その座標は

＇二）である。

ア、イ、ウ、クの解答群

0

2

-

a

 

⑪
 

① 1 

2
-
a
 

ー
-
4
-
a
 

⑦
 

③ 4 

⑧ 
4
-
a
 

4
 
-
8
-
a
 

④

⑨
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(4) y = f(x)とy

竺。
h(x)のグラフと x軸に囲ま をAとおく。 Aの面積は

る。y= J(x)とy=g（叫とy= h(x)のグラフに囲ま

Bとおく。 Bの面積は［三コ a である。 A

仁
とB しいときの

aの値は［ここ］である。
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〔m〕
ょ。

ウ～クに当てはまるものを選択肢の中から選びその記号をマークせ

イには最も適切なものを選択肢の中から選びその記号をマークせよ。それ以

には当てはまる 0から 9までの数字を

nを2以上の自然数とする。原点が0である座標

Cを原点中心で半径が1の円とする。

AとPの座標をそれぞれ(0,1)と

G,o)とおく。点Qは次の条件をすべて満たす
ような点であるとする

(i) 点Qは円 C上にある。

(ii)碍纂 PQ=O

(iii) 点Qと Aの座標は異なる。

し‘ ょ。

(1) AP さは である。
n 

にマークせよ。

X 

(2) 点Qの座標を (x,y)とおいて、条件(i)、(ii)を n,x,yの式で表すことにより、

にニコ＝0を得る。さらに、条件(iii)を考慮することにより、点Qの座標は

（巨］,~ヨ 1であることがわかる。
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(3) 3つの点 O,P,Aを通る円をいとすると、 C1は点Qも通る。このことに

すると、 sin乙QAP~ --E口である。

(4) 三角形 PAQについて AP:AQ: PQ 

ある。

：に三コ：lCIJ]て

(5) 三角形 PAQの内接円の半径を rとすると、 AP:r = 

ある。

：にこコで

(6) n = 2とする。魚Iを三角形PAQの内接円の中心であるとしたとき

頑＝ 1 叩＋ 1 可
亡三］ 亡三］

であり、団＝｀国であることから、点Iの座標は□三コ＇亡口）
である。

ア、ウ～クの解答群

⑪〇 ① 1 ② n ③ 2n ④尼

⑤ 2n2 ⑥ n+l ⑦ n-l ⑧尼＋ 1 ⑨ n2 -1 

イの解答群

⑪ x十包＋ 1 ① x-ど+1 ② X十包＿ 1 
n n n 

③ x 
y X X 
--1 ④—＋リ＋ 1 ⑤ --y+l 
n n n 

X 亀r
⑧ x (—+y 1 ⑦ --y-1 ny + l 

n n 

⑨ x + ny + l 
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（このページは計算や下書きに利用してもよい。）
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（このページ きに利用してもよい。）
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